
華下養殖ホタテガイ
実 態 調
(昭 和 51年

那
査
へい死

､＼ノ日‥
01

横山 勝幸 ･高橋 克成 ･小田切明久 ･塩垣 優 ･田中 俊輔

関野 哲雄 ･伊藤 進 ･津幡 文隆 (以上水産増殖センター )

浅加 信雄 ･西山 勝蔵 ･北野 英示 ･菅原 勤 (以上青森地

方水産業改良普及所 )･佐々木鉄郎 ･苫米地昭一 ･松本 正一 ･

平野 忠 (以上むつ地方水産業改良普及所 )･小西 善一 (大

畑地方水産業改良普及所 )･加藤 徳雄(水産事務所)･斎藤 健

菅野 痔記 ･石岡 春高 ･杉沢祐之助 ･熊谷 登 ･山形 実

(以上漁政課 )

は じ め に

この調査は､昭和49､50年産貝の被害実態と､51年産貝の養殖状況を把握するために行われた今年度

第 2回目の全湾調査である｡

この調査に当って傭船､海上作業､聞き取 り調査などに関し､むつ湾漁業振興会､関係市町村､湾内

各漁協､関係漁業者から多大の協力を得た｡報告に当た り､深甚なる謝意を表する｡

調 査 方 法

1. 調査時期 ;昭和51年10月12日～10月18日までの 6日間

2. 調査場所 ;陸奥湾内 平館～脇野沢の11組合 23地先

3. 調査円容

(1)聞き取 り調査 (第 1表の野帳-A参照 )

(2)現地調査 (第 2表の野帳-B参照 1

4. 調査対象者及び調査点数 (地先毎に )

49年産貝--- 2人 xlケ統 (2点 )

50年産貝-･--･3人x2ケ統 (6点 )

51年産貝----2人 Xlケ統 (2点 )l

ただし､原別 ･造道と青森 ･沖館地先は2地先で 1

地先分とする｡

5.調査対象者の抽出方法 ;各漁協より提出されている ｢ホタテガイ漁場利用管理計画｣に添付されて

いる漁場図より､無作為に 5名を選び､その中から調査対象者を出すようにした｡

調 査 結 果

調査結果は､調査した貝の種類別に第 3表～第 5表に示した｡

異常貝は､欠刻貝､着色貝､両方 (欠刻着色を伴う貝 )の3タイプの合計で表わし､へい死率と異常

貝の出現率の地先平均は､加重平均 (小数点 2位以下四捨五入 )とした｡
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結 果 の 要 約

1. 51年産貝 (椎貝 )について

1) 保有数量 ; 全般的に保有数量が多 く､適正な管理が行きとどいていないように考えられた｡

2)収容密度 ; 収容密度は分散前で75- 944個､分散後で29- 277個と大きな差があったが､全般

的に収容密度の高いものが多かった｡

31へい死率 ; 全般的には10%以下のものが多かったが_蟹口､後潟､奥内､むつ_脇野沢の各地

先で10%を越えるへい死率がみられた｡

4) 異常貝 (欠刻､着色_両方 )の出現率 ; 青森市と平円町を境にして､青森から西側で高く､平

内から東側で低い憤向がみられた｡

2. 50年産貝について

1) 保有数量 ; すでに処分してしまった貝もあるので､一部少ない者もあったが､全般的には保有

数量が多く､適正な管理が行きとどいていないように考えられた｡

2)収容密度 ; 収容密度はパールネットで13- loo欄_丸寵で11-88個と大きな差があったが､全

般的に収容密度の高いものが多かった｡

3) 貝の成長 (殻長 ･重量 ); 全般的に貝の成長は悪く､これは､収容密度が高いことと､異常へ

い死 (異常の出現 )の影響によるものと考えられた｡

4)へい死率 ; へい死率の地先平均は､最低がJH円の 5.60/O､最高が清水,JHの93.30/Oであり､昨年

度比較的被害の少なかった､夏泊半島東側から= 円､むつを除く下北地域にかけて､昨年度よりへ

い死率が高くなっているのが目立った｡

5) 異常貝の出現率 ; 異常貝の出現率も､へい死率とほぼ同様の傾向を示した｡

3. 49年産員について

い 保有数量 ; すでに大部分を処分､販売してしまっているので少なかった｡

2)収容密度 ; 収容密度は10- 40個 (丸寵 )で､全般的に収容密度の高いものが多かった｡

31 貝の成長 (殻長 ･重量 ); 貝の成長は非常に悪く､これは､収容密度が高いことと､昨年から

の異常-い死 (異常の出現 )の影響によるものと考えられた｡

41-い死率 ･異常貝の出現率 ; 調査点が少ないので正確には分からないが､50年産貝とほぼ同様

の傾向を示していると考えられた｡
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第 1表 聞き取 り調査野帳

=
河
OL

第 2表 現地調査野帳ホタテガイ被害実態調査 (県担当分 ー野帳-B調

査対象者 (記号 ー 氏 名調査A6. 年座員

① 施設設置場所 沖 水深 ∽④

隣の施設との間隔 横 m 縦 m(釘

カゴの種類 段 (又はネット)@ 連の

間隔 (テンポの間隔 ー _G7n⑥ 今のカゴへの入れかえ時期 年 月 旬

⑥ 段 (又はネット)

より採取塗) 生貝数 個

㊥ 死貝数 個㊥ へい死率 (㊨/⑦+㊨ ) %⑲ 収容密度 (⑦+㊨/㊨ ) 個/1段 (又

はネッ トー当り⑪ 殻長､重量 (20個測定

)11 6

ll 162 7 12

173 8

13 184 9 14

195 10 15

20総重量 9 計(二m平均重量 9 平均殻長

異常貝の出現状況 (5

0個測定 ーA豊臣



第 3表 調 査 結 果 (51年産貝 〕

-

昭
一
-

市 町 村 名 組 合 名 支 所 名 調査月冒 調査対象者 壁下敬量(万イ跡 潤査J%. 入 れ 換え 時 期(年.月.旬) 逮の間隔(C7n) 鶴の檀類 収容密度 へしヽ死率(%) 異出常貝現の率(%) 殻 長 (画一 辛均蛋良里(gl

辛均 良小 局大平 館 村 平 館 10.16 A 80 分 敵 前 40 ノヾ

134 3.7 10.5 2.37 1.6 3.0B

60 〟 150 〟 75 1.3 2.7 2.45 2.1 3.0C 80 12 〟〟 7590 ･

〝〟 106123 3.81.6 2.01.6 2.502.59 1.92.2 3.13.0蟹 田 町 蟹 田 10.15 AB 51.10上9.下 3020 〟〟 4150 0.819.5 12.438.0 2.402.41 1.9

1.8 3.53.2蓬 関 村 蓬 田 10.18 A 60 10.上 30 〟 211 9.5 29.4 2.39 1.9 3.1 1.6

B 80 9.下 〟 〟 33 1.0 6.2 2.67 2.3 3.3

2.2C 80 〟 100 〟 41 1.6 19.2

2.75 2.4 3.2 2.3青 森 市 後 潟 10.13 A - 〟 55 〟 1

02 14.3 22.4 2.04 1.7 2.9B - 10.上 5

0 〟 212 5.7 10.5 1.96 1.6 3.0青 森 市 奥 内 10.12 A 100 9.中 35 〟 88 10.2 0 2.35 1.8 2.9

1.5IiB 150 9.下 40 〟 106 15

.1 8.0 2.50 1.9 3.1 1.7油 川 10.16 A 626 1 分 散 前 35 〟 618 2.8 6.6 1.8 1.2 2.9 0



(第 3表つづき)

-
6
2
-

市 町 村 名 組 合 名 支 所 名 調査月冒 調査対象者 垂下敬量(力イ抑 調査J%. 入 れ 換え 時 期(牢.月.旬) 逮の間隔(叩) 寵の種類 収容密皮 へし1死率(%) 異出芸現の率(%) 殻 長 (mー 辛均蛋量(9) 備 考

辛均 最小 局大青 森 10.15 94 分 散 前 20 ノヾ

305 0.3 0 2.2 1.5 3.1 1.2造 遺 10.14 338 51. 9.中 40 〟 277 1.4 8.0 2.O l 1.1 2.8 1.0

原 別 10.14 A 96 9.上 45 〟 86 5.8 10.0

2.6 1.9 3.4 1.9B 115 8.中 60 〟 55 1.8

2.0 2.6 1.9 3.4 2.2野 円 10.13 A 56 分 散 前 45 〟 179 1.7 0 2.3 1.8 2.7 1.3

B 94 51.10.上 〟 〟 152 2.6 2.0 2.1 1.7 2.6

0.9C 70 〟 50 〟 121 3.3 18.0 2.6

2.2 2.8 1.8久 栗 坂 10.12 A 33 9.中 30

〟 86 4.7 10.0 2.6 2.0 3.1 1.9B 114 9.下 40 〟 104 4.8 4.0 2.4 2.0 3.3 1

.5C 840 9.上 25 〟 211 3.3 8.0 2.3 1.8 2.9 1.5乎 円 町 乎 円 町 土 屋 10.15 A 32 9.下 60 〟 42 3 0 2.7

2.3 3.1 2.6B 50 〟 50 〟 29 0

0 3.2 2.4 3.7 4.4茂 涌浦 田東 田 沢小 湊 10.1510.1610.1410.13 A 27 〟 〟 〟 58

1 0 2.7 2.1 3_9 2.0B 504 9.上 60 〟 70 0 1.5 2.8 2.0 3.4



B 18 分 散 前 40 〟 187 1 0 2.0

1.7 2.4 1.2情 水 川 10.12 ABC 70 〟51. 9.上分 散 前 503530 〟〟〟 25068350 691 000 1.72.11.8 1.31.4

1.4 2.92.52.1 0.81.20.7野 辺地町 野 辺 地 10.16 A 5

51.10.上 100 〟〟 40 0 0 2.54 1.9 3.2

2.1B 80 分 敵 前 90 243 0 5.3 2.ll 1.8 2.7 1.2横 浜 町 横 浜 10.15 AB 56130 51.10.上10.中 8060 〟〟 04.8 00 2.352.18 1.81.6 3.

43.2 1.61.4む つ 甫 む つ 10.14 A 33.6

51.9.下 70 〟〟 89 3.4 0 2.43 1.8 3.0 1.8B 8.3 9.上 100 45 ll.0 0 2.67 2

.1 3.5 2.2川 円 町 川 内 10.13 AB 103.666 10.上9.上 7090 〟〟 3371 1.52.8 00 2.712.78 2.22.2 2.
9

3
.
32



第 4表 調 査 結 果 (50年産貝 )

-

誠

一

-

市町村名 組 合 名 支 所 名 調査月冒 調査対象者 垂下敬量(万個ー 調査A6. 入 れ 換え 時 期(年.月.旬う 逮の間隔(叩ー 寵の種類 収容密度 へしヽ死率(%) 異常貝の出現率(%ー 殻 長 (掬う i平 i均 】重 ≧F号
▲ 1三重主(9,2!

辛均 最小 局大平 館 村(平均 ) 平 館 1 10● FABZclll 715540 1 51. 6.下 60 丸 27 30.1 28.0 !6.83 ■l

5.8L7.8 †~41.4弓16l 2 〟

〟 〟 l 〝 61.1 52.3 6.87 5.8 9.0 42.8jl

3 51. 4.上 〟 〟 26 10.3 8.0 7.56 6.7 8.4 50.0145612 〟′′〝 151. 4.中〟 〟〟5060〟75 /′〟.〟〟〟 ,I,' iI〝1420 55.0100 lF 24.414.73.6 32.036.020.010.0 7.88 Fl

i :..;: 守7.96 6.5I6.2!≡:::l9.09.38.19.1

60.ヱ E:42..:i55.03 ′′ 〟 〟 77.5 70

.9 7.67 r I6.3 9.0 50.01 51. 4.上

〟 25 4.0 L 0 7.40 6.1 8.9 45.02 〟

〟 〟 〟 94.8 76.9 7.46 6.2 9.5 50.03 〟 〟 〟 〟 76.041.3 77.834.

0 7.88 6.3 9. 4i 58.9蟹 EEl町 蟹 田 10●1

5 AB 3530 1 51.4.上 40 ノヾ 18 25.9 2.6 7.

80 7.0 8.7 -~~†II48.5̀2 3/下 25 〟 〟 1.9 10.0 7.55 7.0 8.5 49.0

1 51. 5.上 60 丸 14 54.0 76.0 7.51 6.5 8.5 48



(乎均 一 C 30i 5 〟 60 ノヾ 21 18.8 26.0 6.91 5.8

l 8.0 36.0il1 〟 50 〟 50 71.1

37.9 6.09 5.3 6.9 23.02 51. 4.申 55 J丸 20 69.137

.9 78.021.0 7.30 6.6l 8.1 46.3E蓬 岡 村(平均 ) 蓬 田 l10● ABC l 30】 14ll

1 50.ll. l30 ノヾ 41 12.9 4.0 5.66 3.2 7.1

21.7!18I 2 〟 〟 〟 57 50.3 10.0 5.96

4.8 7.2 23.73 51. 3. 80 丸 17 28

.2 31.2 8.05 6.8 10.2 56.5i一1

51. 4. 50 ノヾ 19 1.8 0 6.95 4.9 8.5 38.

52 〟 90 丸 34 22.3 28.0 7.61 5.3 8.8

45.83 〟 110 〟 35 70.1 42.0 7.19 6.2 8

.0 43.61 51. 4.中 130 〟 30 68.7 60.0 8.02 7.1 9.5 57.6

2 〟 〟 〟 〟 82.740.0 78.020.9 7.54 7.01 9.

1 48.0青 森 甫 後 潟 10● ABC 486030 1 51

.10.上 l 70 丸 15 15.1 73.0 7.04 6.2 8.7 38.8i13
2 51. 3.申 60 〟 42 86.9 75.0 6.77 5.3 7.9

38.31 3.下 〟 〟 25 63.9 53.3 7.45 5.8 9.1

57.8+【t∫ 2 4.上 l～// 〟 〟 88.6 75.9 7.25 5.6

J8.5 46.9l(平 均) 1 9∴下 〟 〟 15 5

6.0 76.0 6.26 5.2 7.3 29,02 3.上

55 ′′ 36 72.971.8 69.869.9 7.58 6.9

8
,
742
.



(第 4表つづき)

I

6

6

-

市町村名 組 合 名 支 所 名 調査月冒 調査対象者 垂下敬量(万個ー 調査ノW. 入 れ 換え 時 期(牢.月.旬) 逮の間隔((7nl 寵の倭類 収容餐度 へしヽ死率(%ー 異常貝の出現率(%ー 殻 長 (画一 辛均重量(9) 備 考

辛均 最小 良大(平均 ) 10-16 C 40 1 51.4.申 50 丸 22

16.9 16.0 7.26 6.4 9.3 42.52 〟 〟 〟

27 ll.338.3 20.422.3 7.21 6.1 8.3 37.6油 川(平均 ー 10● ABC 61.55

178 1 50.ll. 25 ノヾ 63 49.8 46.9 5.9 4.7 6

.9 21.815 2 51.1.申 60 丸 88 98.1

76.5 5.3 4.2 6.8 17.11 2.下 50 〟

38 70.8 56.9 7.2 6.6 8.1 35.82 51.3. 25

ノヾ 54 85.0 65.0 5.9 5.3 6.8 21.2〟 50 丸 31

70.473.4 83.771..6 7.5 6.8 8.4 41.6沖 館(平均 ー 10● A 1

.5 51.10 30 ノヾ 13 90.7 100 6.0 5.4 6.7 26.9

15 B 3.8 51.3.下 70 〟 24 48.560.4 55.857.1

8.4 7.1 9.1 65.2青 森(平均 ) A 6.9 1 51.2了F 15 ノヾ 34 0 0 6.

1 4.3 7.5 21.12 6.申 100 丸 37 79.269.6 71.433.3 7.2 6.3 8.0 44.0造 道(平均 ー原 別 1



(平均 ) (平均 ) (平均 ー B 7.8 2 9.申 〟 〟 17 22.9 55.8 7.2

6.0 8.2 40.91 ′′ 70 〟 13 48.1

87.0 8.0 7.1 9.1 55.82 9.辛 150 ′′ 〟 17.

026.8 15.862.4 7.5 6.6 9.2 45.5野 内(平均 ) 10I ABC 2010.118 1

51.4.下 50 丸 27 86.8 87.8 7.7 6.7 8.9 3

3.413 2 2.申 60 〟 32 90.0 71.4

7.0 5.8 7.9 35.91 1.下 〟 〟 31

93.1 94.2 7.4 6.0 8.4 42.42 4.上

〟 〟 30 93.3 91.7 6.9 5.7 8.7 38.41 4

.申 〟 ′′ 21 40.4 83.0 7.4 6.8 9.3 49.12 〟 〟 〟 〟 76.078.2

95.887.6 7.0 5.7 8.1 37.7久 栗 坂(平均 ) 10●

ABC 4.718.99.7 1 51.3.下 60 丸 29 9

1.7 96.4 6.9 5.1 8.4 37.612 2 3.申 〟 〟 2ウ 78.8 85.0 6.9 5.8 8.6 39.3

1 〟 30 ノヾ 21 85.0 78.8 6.8 5.6 7.6 31.52 4.上 35 〟

25 94.8 90.0- 6.5 5.7 7.5 31.21 3.上 60 丸 17 74.7 84.

6 7.8 6.9 9.1 53.82 3.申 〟 〟 21

89.587.162.564.4 81.583.744.048.3 6.9

5.5 9.7 41.3平 内 町 平 内 町 土 屋 10● AB

16
.
2

3
.



(第 4表つづき)

市町村名 組 合 名 支 所 名 調査月日 潤査対象者 垂下敬量(万個ー 調査Jf6.入 れ 換え 時 期(秤-.月.旬) 逮の間隔((,7nー 鶴の種類 収容密度 へしヽ夕E率(%) 異常貝の出 現率(%ー 殻 長 (叩ー 勺/--均蛋十1._ii.(9) 備 考

辛均 最小 良.大! (平均 ー C 5.2 12 51.9.下′′ 90 丸′′ 1315 8244.7 382240.7 6.1

7.8 4.46.5 7,48.7 128.955.9茂 油(平均 ー 10 ABC 45.28.22 1 51.3,下 50 ノ丸ヾノヾ丸ノ丸ヾ 26 48.7 47.5 7.1 5.9 7.9 36.515 21212 9.上4.上9.下3.下4.｣二 1005010050100 1825162312 24.150.74.290.52.739.4 95.164.941.381.830.654.2 6.97.17.17.67.0 5.86.46

.56.86.0 8.98.28.08.28.2 36. 837.539.245.4;34,0ll～f一一 田(平均 ー 10 A
25 1212 51.2. 40 ノ〟ヾ丸〟〟 25 42 18 6.9 6.1 7. 9 37.0IIlli16 BC 2415.5 51.2.申9.中51.4.51, 1. 70′′80 22182745 1815349129.9

1251558932.3 6.86.57.35.8 5.45.06.65ー3 8.67.98.16.9 !36.232.547.325,5東 ln 沢 1014 AB 3360 121 51.10.上



】 2 50.ll. 50〟 J-丸 72 71 4 5.8 4.7 6.77.5

20.332.2lIii(SI'L｣三Jー… ki-l! (平均ーl 柄水川(平均ー 3 51.4. 14 9

085.7 8765.4 6.3 4.71013 ABCABC 2.75.317.1 121 51.4.′′50.ll. 50′′70 丸ノ丸ヾ′′′′′′ 304129 899680 1009183 7.75.96.9 6.7

4.75.4 8.68.07.9 L55.525.339.0 t2121 51.3.51.4.51.3. 60〟〟 2630〟 90968388.8 89828285.7 6.26

.07.9 5.55,36.5 8.1 34.37.2 26.39.1 56.3- ?10 5.316

50 51.6.申 100 丸ノヾ′′〟 40 16 78 5.5 4.7 6.5 17.912 2 5.上51.4.51.3.下 3530′′ 10030′′ 98929993.

366.0 44710047.945.6 4.95.85.1 4.15.04.5 6.16.96.0 l∴巨 5.0野辺地M∫(平均 ー 野 辺 地 lO ABC 7201 1 51.9.上 120 上し′′〟ノヾ丸 12 9.3 83.3 6.96 5.7 8.5 44.116 212 51.4.下51.4.′′51.9.中 80100110120 201915ll 79,878.884.029.662.

9 73.275.675.081.677.1 7.456.736.736.55 5.65.75.55.4 9.28.68.17.4 48.834.037.837.6横 浜 町 横浜10



(第 4表つづき)

1

Fi

弼

-

市町村名 組 合 名 支 所 名 調査月冒 調査対象者 垂下敬量(万個) 調査ノ払 入 れ 換え 時 期街三.月.旬) 噂の間隔(mー 寵の種類 収容密度 へしヽ死率(%) 異常貝の出現率(%) 殻 長 (cm) 辛均重量(9) 備 考

辛均 良小 最●大(平均 ー BC 3980 1 51. 4.下 100 丸 20

18.6 21.3 7.30 6.6 8.0 40.92 9.下 80 〟 ll 29.4 47.0 7.28 6.0 8.4 42.1

1 〟 60 ′′ 15 25.9 90.0 7.27 6.2 7.9 43.

52 4.下 〟 26 75.742.1 92.071.7 6.68 5.6 8.0 34.5む つ 甫(平均 ー む つ

10●14 ABC 33_863.7116 1 51.6｣申 75

丸 16 23.2 20 6.90 5.4 7.9 35.1

2 6.下 70 ノヾ 37 ll.0 0 5.53 4.6 6.5 19.41 6.中 40 〟 38 12

.0 0 5.43 4.5 6.0 17.02 5.下9.上 8070

丸〟 1921 40.30.4 00 7.506.82 6.46.0 8.58.3 46.435.8D 9

9.中 ′′ 〟 14 010.3 21.5 5.89 5

.4 6.8 23.5川 内 町(平均 ) 川 内 10● ABC

5435.341 1 51. 8.申 90 丸 16 4.2

6 6.75 5.7 7.5 42.213 2 4.下

′′ 〟 20 1.7 0 7.35 6.3 8.01 9.下 8



脇野沢村(.平均 ー 脇 野 沢 10 A 8 12 51.4~.中′′10.上6.下 130 ′ヾ′′丸′′ 29 75.9 10.0 6.13 5.5 7.1 29.312 由C SOL.324 100120100 ･741621 75.23.284.961.2 63.60010.7 こ4.835_645.40 3.94.24.2
5.76.76.0 14.02

0.018.3第 5表 調 査 結 果 (49年産貝 )Jll-町村名 組 合 名 支 所 名 潤査月日 潤査対象者 軍 .下敬量(万個ー調査Ira 入 れ 換え 時 期(牢.月.旬ー 逮の間隔((孤) 寵の種質 哩.零密皮 へしヽ死率(%ー 異常貝の出現率(%) 殻 長 ((,7n一

ー 平均重量(gl 備 考辛.均 最小 最 一大平 館 村 平 館(平均 ) 10 A

9 51.4.中 60 丸〟 15 15.7 19.2 10.50 9.4 ll.4 140.0

16 B 5 50.ll.下 75 14 37.0云3.6 18.018.9 10.18 8.9 10.8 12

2.3蟹DJ.lIJ∫蟹 ｢U り) A15 9 51. 4.FFl 70 丸 15 13.5 12.0 10.20 8.8 11.2

117.5青 森 EIjー後#.i油 日(平均 ー 1.013 A 3.5 50.1■1,中 ′′ 〟 18 76.8 39.0 10.08 8.5l10.8 112.2古

顔 lli 土016 AB 7.54.5 50_ll.〟 5550 ′′′ヾ 15′′ 6.722.412.5 082.9 9.59.9 8.58.8 10.610.7 82.8ilo.8胃 森 1015 AB.C 少 々′′1 2.3l



(第 5表つづき)

1

ri

劇
-

市町村名 組 合 名 両 所 名 調査月冒 潤査対象者 垂下敬量(万個ー 調査J%. 入 れ 換え 時 期(年.月.旬) 逮の間隔(叩ー 鶴U)種類 収容密度 へしヽ死率(%ー 異常貝の出現率(%ー ∫殻 長 (叩) 平均蛋量(9) 備 考

平均 最小 最大(平均 ) 原 別 10●14 A 0.4 50.4. 60 丸 ll

89.9 72.7 8.5 7.0 10.2 69.8B - 50.12. ′′ 〟 13 62.4 60.5

9.4 8.4 9.9 99.8A - - ll.3 116.7野 内(平均 ) 10 ｢ー¶1.9 1 50.ll.申 50 〟 15 82.5 16.7 10.3 8

.913 2 ′′ 80 〟 〟 046.429.5 03.04.3 9.6 8.0 10.9 93.3平 内 町野辺地町 平 内 町(乎均 一野 辺 地 東 田 択(平均 ) 10●14 A 4 50.10.下 80 丸 17 68

l70 ｢ 9.6 7.6 ll.2 l口02i 】IiB 2 51. 7. 100 〟 1

6 2151.7 4758.6 8.5 7.2 ら.4 6 9小 湊(-平均 ) 10● A 0.9 50.ll.申 50 丸

15 31 12 1 9.4 7.4 ll.1 89 十13 BA 14.4 50.ll.

90 〟 12 3131.0 2726.7 9.4 8.4 10.2 】

87A lFr【IIl清 水 川(平均 ) 10I1210● 5 51. 6.上 100 丸 20 82 75 7.81 5.8 l9.2 53B ll.9 50.4 60 〟 18 48 56 8.4 7.7 9.3 78CA



(平均 _) 80.8

84.3横 浜 町 横 浜(平均 ) 10● A 8 51.88.上 110 丸 16 74

.1 80.9 9.54 8.6 10.7 102.115 B 4 3.下 50 ′′

〟 50.665.8 56.068.3 8.68 7.4 10.1 80.6む つ 甫 む つ(平均 ) 10●

A 12.8 50.12.中 80 丸 16 12.5 0 8.96 7.7 10.1 79.31

14 B 26 10.下 75 ′′ 18 32.425.8 16.710.1 8.74 7.

3 9.7 79.5川 円 田 吊 り(平均 ) 10● A 9 50.7.申 80 丸

18 29.5 0 9.17 7.2 10.6 90.513 B 17 51.4.上 90 i 〝

23 010.0 00 8.86 8.2 9.6 78.7脇野沢村 脇 野 沢(平均 )

10● A 2 50.ll.申 130 丸 14 78.7 65.5 l8.16 7.0 9.3 68.
8




